
 
 
 
 
 
サッカー部保護者の皆様、ＯＢの皆様、日頃より本校サッカー部の活動にご理解と

ご協力を賜りまして、感謝申し上げます。 

 
１か月以上ご無沙汰しておりました。２月に２度ほど県外遠征をしましたが、雪の

中、非常な地味な活動をしておりましたものですから、２８号を発行せずにおりました。

時折降雪はあるものの1、グラウンドでの練習や練習試合のできる季節となりました。

いよいよシーズンインといったところです。他校に比べ選手権に残る３年生が「少ない」

2山東にとっては、いよいよ本番間近。悲願達成なるか、顧問としても楽しみでもあり、

不安でもあり、そんな時期が到来しました。 
さて、３月半ばとなり、２２年度県総体までの予定は決定的なものとなりましたの

で、ご報告いたします。 
4月 17日（土） U-18Y1リーグ 第１節 VS鶴岡東 14時開始 ＠天童人工 
4月 24日（土） U-18Y1リーグ 第 2節 VS鶴岡工 12時開始 ＠明新館高校 
5月 8日（土）・9日（日） 地区高校総体3 ＠落合 
5月 15日（土） U-18Y1リーグ 第 3節 VS明新館 10時開始 ＠市陸 
5月 23日（日） U-18Y1リーグ 第 4節 VS城北  10時開始 ＠明新館 
5月 29日（土）・30日（日） 県総体第 1ラウンド ＠村山地区 
6月 4日（金）～6日（日） 県総体第 2ラウンド ＠村山地区 
22 年度は県総体前に Y リーグを 4 試合戦うことができます（21 年度は 2 試合）。

良い流れで県総体を迎えたいのですが、そう願うのはどこのチームでも同じ。幸先良い

スタートがその後の成績にどれだけ重要かは昨年と今年のモンテディオの違いを見て

もわかることです。一生懸命頑張りますので、応援よろしくお願いいたします。 
 

 
                                                  
1 推薦入試の日（２月９日）、一般入試の日（３月１０日）、合格発表の日（３月１７日）
と、22年入試はことごとく降雪となり、新入生のただならぬ運勢を予想させます。 
2 前顧問も現顧問も他の多くの部員が引退するなか選手権に残ったのですが、近年の選
手は協調性があり、全員一緒に引退を選んでおります。 
3 山東は 9日の決勝トーナメントから登場いたします。 

おお大勝利 
 平成 21 年度山東サッカー部報第 28 号（3月 23 日）



 
昨年同様、今年も春の遠征は茨城県鹿嶋市に行くこととなります。人工芝 5面（プ

ラス野球場の人工芝をサッカー場に改編したピッチあり）をそろえる充実した環境、審

判を大学生が行う便利さ、大学 1 年生および全国の強豪が集うレベルの高さが魅力の
大会です。大会名は第 7 回 U-19 鹿島ハイツカップという大会です。ただし値段は選手

一人当たり 1泊 10,000 円もする、少々というか結構値の張る大会でもあります。スポ

ーツマネジメント（株）という波崎の大会をよく企画実施している会社が、事務局代行

をしています。 
大会の詳しい日程は業者からまだ送られてきていないので未定ですが、3月 28日 8

時出発、4月 1日 19時到着（予定）という日程で行ってまいります。下が宿泊先等の詳

細です。遠征から帰ってきましたら、部報にて収支報告をいたします。 
《宿泊先》 

鹿島ハイツスポーツプラザ 

〒314-0042 茨城県鹿嶋市田野辺６５９  ℡0299-82-7941  fax0299-82-7951 

《引率》 

今野誉康 090（2976）1025 遠藤剛 090（4370）4511 

OB 18 年度卒業 斉藤光太郎君 

《持ち物》 

28 日分昼食、サッカー道具、宿泊道具、保険証、勉強道具 

 

 
先日、平成 19年度卒業でサッカー部主将を務めた斎藤直哉君から連絡があり、途上

国支援を行っている民間団体 NGO4の事業で、アフリカ大陸近くのマダガスカル島へ行

ってきたとのこと。社会人になり世界に羽ばたく人材はいるでしょうが、大学 1 年に
して何ともエネルギッシュな行動ぶり。その直哉君の話では、現地マダガスカル島では

サッカーが盛んに行われているが、サッカー道具が足りず、困っているとのこと。「も

しよろしければ、山東サッカー部で余っているユニフォームをマダガスカル島の青少年

たちに寄付していただけないか」との打診を受けました。 
ちょうど山東サッカー部はユニフォームの切り替えを行っている時期にあり、古い

バージョンのユニフォーム（といっても公式戦用としては少し古くなっただけ）をどの

ように使用していくか、思案していたところだったので、快諾いたしました。山形東の

刺繍のあるユニフォームが、地球の裏側で（本当は裏側ではありませんが）活用される

なんて、想像しただけでも胸躍ります。4月中にその団体へ郵送するつもりでおります
ので、皆様ご理解ください。 

                                                  
4 「アイユーゴー」という団体名です。 


